
 

          

ふ る さ と 探 訪 

テーマ 一宮から円座へ  

（旧金毘羅街道と香東川を歩く）  

講 師 廣 瀬 和 孝（文化財保護協会顧問）  

 

平成２３年 ３月１３日（日）  

 

共 催 高  松  市  歴  史  民  俗  協  会  

    高  松  市  教  育  委  員  会  

文化財学習会  
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１ 

一
宮
町
か
ら
円
座
町
へ 

一
宮
町 

 

香
東
川
東
岸
で
、
御
坊
川
の
中
流
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
古
代
の
南
海
道
が
通
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
讃
岐
一
宮
田
村
神
社
へ
の
道
や
、
札
所
一
宮
寺
へ
の
遍
路
道
も
あ
る
交
通
の
要
所
で
す
。 

 

円
座
町 

平
安
時
代
か
ら
円
座
（
敷
物
）
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
古
く
は
そ
の
製
品
を
献
上
品
に
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
町
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

金
毘
羅
燈

籠
と
金
毘
羅
道
の
道
標 

町
内
を
南
北
に
通
る
県
道
「
高
松
～
琴
平
線
」
は
昔
の
金
毘
羅
街
道
で
、
こ
の
街
道
は
高
松
城
の
外
堀

の
常
磐
橋
を
起
点
と
し
て
丸
亀
町
～
栗
林
～
成
合
～
円
座
を
経
て
、
金
毘
羅
に
達
し
て
い
ま
し
た
。 

【
一
宮
字
仲
島
の
地
蔵
尊
】 

 

地
蔵
尊
の
台
座
石
に
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）
の
刻
銘
が
見
え
、
北
面
に
「
西
は
丸
亀
道
、
東
は
白
鳥

道
」
東
面
に
「
此
方
こ
ん
ひ
ら
道
」
と
あ
り
ま
す
。
此
処
か
ら
南
に
折
れ
て
５
０
㍍
ほ
ど
歩
き
、
西
へ
向

か
う
と
金
毘
羅
街
道
の
近
道
で
す
。 
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金
毘
羅
燈
籠
は
、
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
の
力
者
門
弟
中
が
奉
納
し
て
い
ま
す
。 

      

【
上
市
場
の
金
毘
羅
燈
籠
】 

 

こ
の
あ
た
り
が
香
東
郡
と
香
西
郡
の
郡
境
で
し
た
。
南
北
の
街
道
は
昔
の
安
原
道
で
、
近
世
年
貢
を
運

ぶ
人
足
、
牛
馬
や
荷
車
が
往
来
し
た
も
の
で
す
。
金
毘
羅
燈
籠
は
、
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
に
当
初
の

講
中
が
奉
納
し
ま
し
た
。 
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【
円
座
町
字
川
向
の
金
毘
羅
燈
籠
】 

 
 

明
治
１
０
年
（
１
８
７
７
）
６
月
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

      

【
一
宮
町
字
棗
股
の
金
毘
羅
燈
籠
】 

 
 

安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
五
月
奉
献 

  

【
香
川
町
大
野
字
合
水
道
の
道
標
】 

 
 

指
差
し 

金
飛

こ

ん

ひ

ら
道 

 
 

 

申 

真
鍋 
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指
差
し 

右 

金
刀
比
羅
道 

 
 

 
 

 

左 

仏
生
山
道 

明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
丙
子
十
月
立
之 

松
野
三
木
蔵 

      

【
仏
生
山
・
一
宮
社
道 

道
標
】 

 

慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
五
月
吉
日 

     



 

5 

【
川
部
町
字
松
の
金
毘
羅
燈
籠
】 

 
文
政
六
年
（
１
８
２
３
）
未
春 

     

【
川
部
町
字
松
の
地
蔵
尊
】 

 

寛
政
五
年
（
１
７
９
３
）
七
月
二
十
四
日 

       



 

6 

【
皿
井
出
水
】 

「
池
泉
合
符
禄
」
に
「
一
、
皿
井
水
掛
高
四
五
五
石
九
斗
九
合
二
升
」
と
あ
り
ま
す
。 

      

【
円
座
町
字
上
円
座
の
奉
燈
】 

 

弘
化
四
年
（
１
８
４
７
）
未
年 
三
月
吉
辰 

円
座
惣
講
中 
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【
本
村
の
献
燈
】 

 
文
久
三
年
癸
亥
（
１
８
６
３
）
九
月 

     

３ 

大
禹
謨

だ

い

う

ぼ

碑 

大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
の
大
洪
水
で
、
決
壊
し
た
川
部
橋
北
方
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
を
復
旧
工

事
中
、
川
底
か
ら
堀
出
さ
れ
ま
し
た
。 

大
野
中
津
の
作
業
員
が
川
底
数
尺
下
に
埋
没
し
て
い
た
墓
石
ら
し
い
も
の
を
掘
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
自

然
石
に
「
大
禹
謨
」
の
３
字
を
刻
ん
だ
墓
石
の
よ
う
な
形
状
の
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
墓
石
だ
と
考

え
、
川
沿
い
の
安
原
道
の
中
津
に
あ
る
薬
師
如
来
像
の
傍
ら
に
安
置
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
宮
に

疎
開
し
て
き
て
い
た
平
田
三
郎
氏
が
昭
和
２
１
年
（
１
９
４
６
）
に
発
見
、
石
碑
を
調
査
し
、
そ
の
結
果

寛
永
１
４
年
（
１
６
３
７
）
に
香
東
川
の
流
路
一
本
化
工
事
を
完
成
さ
せ
た
土
木
技
術
家
西
嶋
八
兵
衛
の
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筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

「
大
禹
謨
」
は
、
中
国
の
黄
河
治
水
に
尽
く
し
た
夏
王
朝

の
始
祖
で
あ
る
禹
王
の
業
績
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
、
現

在
石
碑
は
栗
林
公
園
内
商
工
奨
励
館
中
庭
に
移
さ
れ
て
い

ま
す
。 

【
大
禹
謨
】 

「
偉
大
な
る
禹
王
の
は
か
り
ご
と
」
と
い
う
意
味
で
、
中

国
の
史
書
『
書
経
』
に
黄
河
の
水
を
治
め
た
禹
王
（
別
名 

文
命
）
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
王
朝
（
紀
元
前

２
０
０
０
年
頃
）
を
創
設
し
た
禹
王
は
黄
河
を
治
め
る
と

い
う
大
事
業
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
日
本
で
は
大
規
模
な

治
水
事
業
が
完
成
す
る
と
川
の
畔
に
禹
王
の
碑
を
建
て
て

川
の
安
全
を
祈
る
と
い
う
風
習
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

【
平
田
三
郎
】 

 

戦
災
に
あ
っ
て
香
川
郡
大
野
村
の
溝
口
弥
市
方
へ
身
を
寄
せ
て
い
た
と
き
、
「
大
禹
謨
」
碑
を
見
つ
け
出

大 禹 謨 碑  
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し
ま
し
た
。
明
治
１
７
年
綾
歌
郡
陵
南
町
畑
田
（
現
綾
川
町
）
に
生
ま
れ
、
香
川
県
師
範
学
校
を
卒
業
す

る
と
同
校
の
訓
導

く
ん
ど
う

（
教
諭
）
に
な
り
、
香
川
郡
上
笠
居
小
学
校
の
校
長
で
転
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
香

川
郡
の
視
学

し

が

く

（
教
職
員
の
監
視
・
監
督
に
当
た
っ
た
地
方
官
）
を
経
て
高
松
四
番
丁
小
学
校
長
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
８
年
版
の
『
高
松
市
史
』
に
は
神
社
、
宗
教
、
名
勝
旧
跡
、
人
物
篇
な
ど
の
執
筆
を
受
け
持

ち
、
『
一
宮
村
史
』
の
編
集
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。 

 

４ 

潜
水
橋 

 

潜
水
橋
は
潜
り
橋
、
沈
下
橋
、
沈
み
橋
、
隠
れ
橋
、
潜
没
橋
…

な
ど
な
ど
、
所
に
よ
り
人
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
土
地
と
同
じ
程
度
の
高
さ
と
な
っ
て
い
て
、
河
川
が

増
水
す
れ
ば
水
中
に
水
没
し
て
通
行
が
不
能
と
な
り
（
橋
と
し
て

の
機
能
を
停
止
す
る
）
、
減
水
す
れ
ば
再
び
出
現
し
通
行
が
可
能
と

な
る
（
橋
と
し
て
の
機
能
を
再
開
す
る
）
と
い
う
も
の
で
す
。
潜

水
橋
（
沈
下
橋
）
は
、
低
い
位
置
に
架
橋
さ
れ
る
こ
と
や
、
架
橋

長
が
短
く
で
き
る
こ
と
か
ら
、
低
廉
な
費
用
で
作
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
反
面
、
増
水
時
に
は
橋
と
し
て
機
能

潜 水 橋  
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し
な
く
な
る
と
い
う
欠
点
を
も
っ
て
い
ま
す 

 

ま
た
、
需
給
の
関
係
か
ら
永
久
橋
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
架
設
費
用
及
び
維
持
管
理
も
比
較
的
安
価
・

容
易
に
で
き
る
こ
と
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
形
式
の
橋
で
す
。 

 

５ 

霞 
堤 

霞
堤
の
歴
史
は
古
く
、
戦
国
時
代
の
武
田
信
玄
が
考
案
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
霞
堤
の
名
前
の
由
来
は
、
堤
防
が
折
れ
重
な

り
、
霞
が
た
な
び
く
よ
う
に
見
え
る
様
子
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。 

霞
堤
は
、
堤
防
の
あ
る
区
間
に
開
口
部
を
設
け
、
そ
の
下
流
側

の
堤
防
を
堤
内
地
側
に
延
長
さ
せ
て
、
開
口
部
の
上
流
の
堤
防
と

二
重
に
な
る
よ
う
に
し
た
不
連
続
な
堤
防
で
す
。
戦
国
時
代
か
ら

用
い
ら
れ
て
お
り
、
霞
堤
の
区
間
は
堤
防
が
折
れ
重
な
り
、
霞
が

た
な
び
く
よ
う
に
見
え
る
様
子
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

霞
堤
に
は
２
つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
平
常
時
に
堤
内
地
か
ら
の
排
水
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
上
流
で
堤
内
地
に
氾
濫
し
た
水
を
、
霞
堤
の
開
口
部
か
ら
す
み
や
か
に
川
に
戻
し
、
被
害

霞  提  
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の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 
６ 
廣
旗
神
社 

祭
神 

応
神
天
皇 

神
域
は
４
，
９
８
３
㎡
ほ
ど
あ
り
、
社
殿
前
に
灯
籠
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。 

天
喜
元
年
（
１
０
５
３
）
山
城
石
清
水
八
幡
の
分
霊
を
勧
請

し
て
の
創
祀
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
治
元
年
（
１
１
２

４
）
に
拝
殿
を
造
営
し
ま
し
た
が
、
天
正
年
間
（
１
５
７
３

～
９
２
）
長
宗
我
部
勢
の
兵
火
に
か
か
り
焼
失
、
寛
永
１
２

年
（
１
６
３
５
）
に
再
建
、
元
文
５
年
（
１
７
４
０
）
に
修

理
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
１
５
年
（
１
８
８
２
）
８

月
、
大
風
で
社
殿
が
大
破
し
、
明
治
１
９
年
（
１
８
８
６
）

８
月
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。 

 

境
内
社
に
和
田
積

わ

だ

つ

み

神
社
が
あ
り
、
清
龍
宮
と
も
称
し
、
祭

神
は
高
於

た

か

お

加
美

か

み

神
・
闇く

ら

御
津
羽

み

つ

は

神
で
す
。
文
政
年
間
（
１
８

１
８
～
３
０
）
に
氏
子
が
勧
請
し
ま
し
た
。
雨
乞
祈
祷
に
霊

験
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

廣 旗 神 社  
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《
高
於
加
美
神
》 

日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
で
、
罔み

つ

象
は
の
め
の

女
神

か

み

と
と
も
に
、
日
本

に
お
け
る
代
表
的
な
水
の
神
で
す
。 

《
闇
御
津
羽
神
》 

『
古
事
記
』
で
は
「
闇
御
津
羽
神
」
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
闇
罔

く
ら
み
つ

象は
の

神か
み

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

伊
邪
那

い

ざ

な

岐ぎ

命
は
、
妻
伊
邪
那

い

ざ

な

美み

命
が
火
之
迦

ひ

の

か

具
土

ぐ

つ

ち

神か
み

を
出
産
し
た
た
め
火
傷
し
て
死
に
至
っ
た
と
し
て
、

十と

拳つ
か

の

剣
つ
る
ぎ

で
火
之
迦

ひ

の

か

具
土

ぐ

つ

ち

神か
み

を
切
り
殺
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
滴
っ
た
血
か
ら
生
じ
た
神
で
、
闇
淤

く

ら

お

加
美

か

み

の

神か
み

と
併
せ
て
登
場
し
ま
す
。
「
御
津
羽
」
は
「
水
の
出
始
め
を
現
す
」
事
で
、
谷
の
出
始
め
の
水
を
司
る
神

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

廣旗神社狛犬 阿  

 

廣旗神社狛犬 吽  

http://#
http://#
http://#
http://#
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和田積神社（青龍宮）  

廣旗神社 随身門  
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一宮 ３月１３日（日）  

ことでん円座 ことでん築港  

１２：１９ → １２：４３  

１２：４９ → １３：１３  

（次回）  

木太～今里 ４月２９日（金・祝日）  

ことでん築港  ことでん瓦町 ことでん林道  

８：４３ →  ８：４９ →  ８：５５  

９：０８ →  ９：０８ →  ９：１８  

 

 

 次回のふるさと探訪は・・・・  

 テ  －  マ 木太町～今里町周辺を尋ねる  

 と  き 平成２３年４月２９日（金・祝日）  

第４日曜日ではありません。ご注意ください。 

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 高松市木太南コミュニテイセンター（駐車場なし） 

（木太南小の南側を東へ 200ｍ。最寄駅：琴電林道から南へと歩 10 分） 

 講  師 高上 拓（市教委文化財専門員）  

広報「たかまつ」４月１５日号に開催案内を掲載しますので、

ご覧ください。  
※天候等により中止の場合のみ文化財課（℡８３９－２６６０

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。（電話が通じな

い場合は、「実施」です。）  
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「ふるさと探訪」に 
参加される皆様へ 

 
※ 参加中は、次のことに充分留意し、  
 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  


